印度遊記抄 by 前田, 聽瑞
印
度
遊
記
抄
前
田
聽
瑞
一
車
窓
威
興
昭
和
三
年
九
月
十
五
日
。
へ
此
處
、
三
界
は
火
宅
の
國
、
栴
檀
香
の
薫
發
す
る
甌
、
濕
婆
(S
iva)
神
の
ダ
ン
ス
す
る
國
。
「
雨
は
何
時
も
あ
は
れ
な
る
中
に
、
秋
は
ま
し
て
身
に
し
む
こ
・こ
多
か
り
。
」
昨
夜
、
カ
ル
カ
ッ
タ
へ
の
族
枕
、
孤
枕
轉
々
人
件
は
す
、
雨
聲
を
聽
き
つ
玉
車
窓
に
睡
つ
た
が
、
今
朝
午
前
三
時
す
ぎ
、
ふ
ε
眼
を
醒
せ
ば
、
月
天
心
、
銀
河
聲
な
く
、
山
河
影
あ
り
。
ヤ
　
ジ
ユ
ニ
ヤ
ヴ
ル
ク
ヤ
祭
皮
衣
仙
よ
。
夕
陽
既
に
沒
し
た
る
時
、
何
も
の
か
こ
れ
人
の
光
な
る
。
仙
日
、
唯
月
の
み
入
の
光
ε
し
て
存
在
す
。
嚇
・
故
に
月
の
み
を
そ
の
光
ε
仰
ぎ
て
、
人
は
坐
し
、
動
き
、
業
を
作
し
、
而
し
て
家
に
歸
る
。
ウ
パ
ニ
シ
ヤ
ツ
ト
こ
は
奥
義
書
の
聖
句
で
あ
る
。
車
窓
獨
り
明
月
に
樹
し
て
古
文
を
靜
思
す
。
風
流
三
試
は
ん
か
乎
、
無
風
流
・こ
云
は
ん
乎
、
風
流
無
き
所
亦
風
流
ε
云
は
ん
乎
。
さ
れ
さ
、
印
度
長
途
の
行
脚
、
耳
に
慣
れ
て
未
だ
目
に
見
ぬ
カ
ル
カ
ッ
タ
の
都
、
ま
た
い
つ
か
は
ーこ
心
細
し
。
前
途
三
千
里
、
愁
思
胸
に
塞
が
り
て
「
憂
に
泣
け
る
そ
の
折
は
、
月
よ
わ
が
身
を
て
ら
さ
壁
れ
」
の
感
を
深
く
し
た
。
ニ
カ
ル
カ
ツ
タ
の
宿
九
月
十
六
日
。
夜
が
明
け
る
。
椰
子
や
マ
,!
ǹ
l
(
M
ank
o
)
や
種
々
の
緑
樹
が
蒼
々
・こ
鮮
茂
し
て
ゐ
る
。
綺
麗
な
鳥
が
池
邊
に
群
り
飛
r
ん
で
ゐ
る
。
田
園
に
繪
の
如
く
散
在
す
る
椰
子
葉
の
屋
根
。
緑
蔭
で
竹
細
工
に
餘
念
な
き
土
人
た
ち
。
觀
賞
適
悗
應
接
に
遑
あ
ら
す
。
午
前
八
時
頃
、
カ
ル
タ
ツ
タ
に
着
い
た
。
廣
い
驛
の
構
内
で
、
私
は
ふ
・こ
故
郷
の
訛
を
聞
い
た
。
私
は
そ
の
瞬
間
、
豫
期
し
な
か
つ
た
、
全
く
不
思
議
な
何
-こ
も
言
は
れ
ぬ
嬉
し
、
懐
し
の
情
緒
で
胸
が
一
杯
に
な
つ
た
。
長
途
遍
歴
の
族
の
室
、
こ
曳
カ
ル
カ
ッ
タ
で
故
郷
訛
を
聞
い
て
急
に
日
本
式
の
宿
、
た
,こ
ひ
そ
れ
が
き
ん
な
に
さ
蕊
や
か
な
も
の
で
あ
つ
て
も
日
本
人
經
營
の
ホ
テ
ル
が
實
に
懷
し
き
も
の
、
慕
は
し
き
も
の
ーこ
し
て
私
の
身
心
を
占
奪
し
た
。
乃
ち
私
は
不
躾
に
そ
の
未
知
の
日
本
入
に
聲
を
か
け
た
が
、
天
與
か
偶
然
か
そ
の
人
は
此
地
在
佳
の
カ
ル
カ
ツ
タ
通
で
あ
つ
た
。
早
速
タ
ク
シ
ー
を
命
じ
て
格
好
の
日
本
人
經
營
の
木
テ
ル
を
案
内
し
て
呉
れ
た
こ
,、旨
は
、
予
に
取
り
て
如
何
ば
か
り
か
嬉
し
か
つ
た
o
宿
に
着
す
れ
ば
、
殆
ん
さ
總
て
の
人
を
擧
ゆ
て
の
歡
迎
で
、
今
更
ら
慚
惶
の
至
り
で
あ
つ
た
。
宿
は
カ
ル
カ
ッ
た
の
中
心
街
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
所
謂
日
本
人
街
、
山
田
屋
ホ
テ
ル
。
部
屋
は
純
日
本
式
の
八
疊
、
床
に
は
無
名
氏
の
筆
、
前
赤
壁
賦
の
「
白
露
横
江
、
水
光
接
天
」
の
軸
が
か
」
り
て
ゐ
た
。
宿
は
土
人
街
に
臨
み
、
坐
し
て
往
來
の
光
景
に
面
接
す
る
。
如
何
に
も
一
興
だ
。
先
づ
一
浴
し
て
塵
埃
を
落
し
、
浴
衣
が
け
に
て
午
餐
の
箸
を
・こ
つ
た
。
食
膳
に
は
吸
物
あ
り
、
刺
身
あ
り
、
澤
庵
あ
り
、
日
本
酒
あ
り
。
遊
程
幾
十
日
、
久
振
に
生
命
の
洗
濯
を
し
た
。
一
浴
、
一
食
、
一
睡
、
皆
適
意
な
ら
ざ
る
は
な
か
つ
た
。
2
三
カ
ル
カ
ッ
タ
小
曇
口
天
の
橋
立
に
「
股
の
ぞ
き
」
-こ
い
ふ
の
が
あ
る
。
普
通
に
眺
め
る
の
¶こ
は
違
つ
た
景
趣
が
あ
る
¶こ
い
ふ
の
で
、
彼
の
地
で
は
一
つ
の
名
物
に
な
つ
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
此
處
カ
ル
カ
ッ
タ
で
は
私
は
ほ
ん
の
通
り
が
瓦
り
の
客
人
、
正
眞
正
銘
の
ヱ
ト
ラ
ン
ゼ
、
今
は
股
の
ぞ
き
の
遊
興
は
愚
か
、
一
入
歩
き
す
ら
出
來
か
ね
る
,こ
い
ふ
孤
特
、
遊
子
で
あ
る
。
か
う
し
た
カ
ル
カ
ッ
タ
見
物
、
股
の
ぞ
き
以
上
の
一
風
變
つ
た
趣
向
が
現
は
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
紀
行
價
値
の
如
き
は
固
よ
り
小
碎
、
た
壁
迂
生
一
個
の
忘
れ
な
草
に
過
ぎ
な
い
。
カ
ル
カ
ッ
タ
は
印
度
の
最
大
都
市
で
、
恒
河
の
三
角
洲
上
、
そ
の
分
流
フ
ー
グ
リ
ー
(缶
⊆
σq5
河
の
左
岸
、
ベ
ル
ガ
ル
灣
頭
よ
り
八
十
マ
イ
ル
遡
行
せ
る
所
に
あ
る
。
ガ
ン
ヂ
ス
、
プ
ラ
フ
マ
プ
ト
in
(B
rah
m
ap
utra)
兩
河
の
流
域
、
ヒ
ン
ダ
ス
タ
ン
大
夲
原
の
自
然
的
門
戸
に
當
り
、
鐵
道
・
運
河
も
集
り
四
通
八
逹
、
文
化
的
施
設
も
よ
く
整
ひ
て
ゐ
る
。
そ
の
總
べ
て
¶こ
言
は
ざ
る
ま
で
も
、
大
牛
は
歐
洲
的
な
都
市
の
色
調
を
帶
び
て
ゐ
る
。
殊
に
樞
匿
マ
イ
ダ
ン
(M
aiclan
)
の
夜
明
け
は
私
に
は
あ
の
清
潔
な
ベ
ル
リ
ン
市
の
朝
ぽ
ら
け
を
思
ひ
出
さ
せ
る
。
ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
成
ら
す
。
カ
ル
カ
ッ
タ
の
今
日
は
英
入
の
勇
猛
精
進
に
し
て
志
願
倦
む
こ
・こ
な
き
力
鬪
百
五
十
年
の
賜
に
相
違
な
い
が
、
印
度
を
想
ひ
、
印
度
文
化
に
憬
が
れ
る
私
の
心
の
片
隅
に
、
か
う
し
た
「
英
國
の
カ
ル
カ
ツ
タ
」
に
對
す
る
反
逆
的
な
氣
持
が
集
喰
ふ
こ
ε
も
亦
巳
む
を
得
な
い
。
さ
う
し
た
意
味
で
、
白
色
の
大
建
築
、
恐
ろ
し
く
高
い
塔
、
塔
上
の
勝
利
の
女
神
、
金
力
に
輝
く
廣
瘍
、
常
緑
の
芝
生
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
大
道
路
等
々
の
眼
も
あ
や
な
る
華
や
か
さ
、
麗
は
し
さ
に
は
缺
け
て
ゐ
る
に
し
て
も
、
印
度
的
な
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
カ
ル
カ
ツ
タ
を
南
北
に
二
分
す
る
ボ
ー
バ
ザ
ー
・
ス
ト
リ
ー
ト
(B
o
w
b
azar
Street)
以
北
に
展
開
す
る
純
イ
ン
ド
人
街
に
寧
ろ
強
烈
な
感
興
を
催
し
來
る
。
街
路
は
狹
隘
、
そ
の
上
人
通
り
が
繁
く
、
そ
の
臭
汗
塵
穢
正
に
人
を
臭
殺
せ
ん
ε
す
る
。
そ
の
中
を
瀞
牛
な
る
も
の
が
悠
々
-こ
散
歩
し
て
ゐ
る
。
ヘ
ヒ
ン
ヅ
ー
教
徒
聞
で
は
牛
は
濕
婆
(
S
iva
)
瀞
の
化
身
。
瀞
牛
の
通
る
ε
こ
ろ
、
入
も
車
も
皆
停
止
す
る
。
敬
禮
す
る
。
加
之
、
そ
の
牛
糞
を
汚
穢
物
靦
せ
す
、
手
で
握
り
家
の
壁
に
べ
た
べ
た
ε
塗
り
つ
け
て
ゐ
る
。
手
の
屆
く
便
利
な
處
は
一
杯
の
牛
糞
だ
。
寔
に
以
て
印
度
歡
的
な
街
趣
、
予
に
は
宛
か
も
生
き
た
印
度
歡
史
の
一
節
を
讀
む
の
感
が
あ
る
。
「
こ
の
世
に
は
美
し
い
が
故
に
愛
す
る
瘍
所
,こ
、
愛
す
る
が
故
に
美
し
い
瘍
所
ミ
が
あ
る
。
」
か
り
そ
め
の
旅
で
仰
い
だ
ラ
イ
ン
川
畔
の
ロ
ー
レ
ラ
イ
の
月
の
光
、
繪
の
や
う
な
瑞
西
は
ベ
ル
ン
(B
ern
)
や
チ
ユ
ー
リ
ヒ
(N
巳
臼
)
の
都
市
風
景
は
前
者
の
例
に
屬
す
る
で
あ
ら
う
し
、
こ
丶
學
窓
二
十
年
常
に
印
度
に
關
心
を
持
つ
私
に
ε
つ
て
は
、
そ
れ
が
さ
ん
な
に
愚
淺
な
野
態
で
あ
り
、
醜
穢
な
風
物
で
あ
つ
て
も
何
か
犇
々
ε
胸
に
范
る
「
歌
の
心
」
を
感
す
る
純
印
度
人
街
の
如
き
は
後
者
の
適
例
で
あ
る
ーこ
云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
無
論
私
一
個
の
醉
興
で
M
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
4
印
度
は
一
で
は
な
い
、
多
で
あ
る
。
そ
れ
は
雜
厠
間
錯
せ
る
多
の
集
積
で
あ
る
。
印
度
人
ε
い
ふ
概
念
は
歐
洲
人
ε
云
ふ
以
上
に
、
そ
の
中
に
雜
多
の
人
種
を
包
ん
で
ゐ
る
。
此
處
、
カ
ル
カ
ツ
タ
市
に
は
一
警
數
種
の
人
種
が
雑
居
せ
る
か
の
如
く
で
あ
る
が
,
仔
細
に
檢
索
す
る
ミ
幾
百
の
異
入
種
が
一
呼
一
吸
右
往
左
來
、
皮
々
相
反
し
、
顏
々
相
向
ひ
、
黄
白
相
對
し
、
心
々
相
爭
ひ
、
實
々
相
抗
し
、
轉
た
相
入
間
し
て
、
そ
の
奇
觀
正
に
稱
読
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
印
度
の
雜
多
は
人
種
民
族
の
そ
れ
に
止
ま
ら
ぬ
Q
そ
は
實
に
同
時
に
宗
敏
の
雜
多
で
あ
り
、
更
に
言
語
・
階
級
の
雜
多
を
以
て
し
て
ゐ
る
。
斯
く
し
て
印
度
の
雜
多
は
轉
倍
し
て
止
ま
る
所
を
知
ら
ぬ
。
寔
に
印
度
は
人
種
、
宗
歡
、
言
語
、
階
級
の
相
違
に
依
つ
て
、
分
製
封
立
割
據
せ
る
諸
種
の
肚
會
の
混
溝
で
あ
る
。
若
し
都
市
に
個
性
ε
い
ふ
も
の
が
あ
る
ε
す
れ
ば
、
此
處
カ
ル
カ
ッ
タ
は
經
濟
の
都
市
ε
云
ふ
よ
り
は
、
寧
ろ
「雜
多
の
都
市
」
、
「
人
種
展
の
都
市
」
・こ
で
も
云
つ
た
方
が
適
切
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
ーこ
も
角
、
こ
玉
カ
ル
カ
ツ
タ
の
史
蹟
、こ
し
て
有
名
な
も
の
は
ブ
ラ
ツ
ク
・
ホ
ー
ル
(B
lack
H
ole)
事
件
で
あ
る
。
一
七
五
六
年
、
ベ
ン
ガ
ル
地
方
の
土
侯
ス
ラ
ジ
ア
ー
・
ド
ウ
ラ
--
(
Surajah
D
ow
lah
)
兵
を
擧
け
て
英
人
の
根
據
地
九
る
ウ
ヰ
リ
ァ
ム
城
塞
を
襲
撃
し
、
百
四
十
六
人
の
男
女
を
俘
露
-こ
な
し
、
こ
れ
を
狹
小
の
獄
舍
に
投
じ
、
六
月
二
十
日
夏
の
眞
つ
盛
り
に
室
を
密
閉
し
て
炎
熱
の
た
め
に
斃
死
せ
し
め
た
ーこ
い
ふ
事
件
で
あ
る
。
そ
の
記
念
碑
は
ダ
ル
1
ウ
ジ
‐
(
D
alha
usie)
街
画
の
北
隅
、
郵
便
本
局
の
側
に
立
つ
て
ゐ
る
。
知
ら
す
、
こ
の
碑
は
英
人
の
た
め
か
、
印
度
人
へ
の
皮
肉
か
。
逾
よ
出
て
て
逾
よ
奇
。
何
れ
に
も
せ
よ
、
こ
の
碑
は
壓
史
に
乏
し
い
こ
の
都
市
隨
一
の
史
蹟
で
あ
る
。
四
カ
ー
リ
　
祠
堂
濕
婆
棘
・
カ
ー
リ
ー
女
祚
を
語
る
九
月
十
八
日
。
カ
ー
リ
!
祠
堂
の
見
學
は
豫
て
か
ら
の
志
願
で
あ
り
、
今
、
カ
ル
カ
ツ
タ
の
滯
在
も
亦
こ
の
素
志
を
果
さ
ん
が
た
め
で
あ
る
。此
見
學
は
宿
の
主
人
吉
田
啓
次
郎
君
が
東
道
で
あ
つ
た
。
乘
合
自
動
車
は
馳
せ
、
景
は
移
り
、
境
は
轉
じ
、
客
は
逐
攻
改
ま
る
。
車
床
閑
々
、
車
行
悠
々
、
見
學
に
は
寧
ろ
無
上
の
仕
合
で
あ
つ
た
。
車
行
約
牟
時
に
し
て
カ
ー
リ
ー
祠
堂
前
に
着
く
。
門
前
に
は
乞
食
が
三
々
五
々
待
ち
受
け
て
ゐ
る
し
、
御
供
物
の
張
費
を
示
す
小
店
が
軒
を
並
べ
て
參
詣
人
に
呼
び
か
け
て
ゐ
る
。
勸
め
ら
る
エ
ま
曳
に
御
供
物
數
種
を
購
っ
て
、
カ
ー
リ
ー
祠
堂
に
詣
で
た
。
境
内
は
諸
樹
蓊
欝
、
河
を
擁
し
て
、
自
か
ら
一
郭
を
成
し
て
ゐ
る
。
祠
堂
は
三
百
有
餘
年
前
の
建
造
物
、
廣
殿
大
肚
ε
云
は
ん
よ
り
も
幽
堂
矮
肚
-こ
云
ふ
趣
が
あ
る
。
肚
殿
の
界
隈
は
參
詣
入
で
賑
ひ
て
ゐ
た
。
異
歡
徒
は
無
論
、
尋
常
一
般
の
鰲
者
も
内
殿
に
入
る
こ
,こ
が
許
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
唯
肚
殿
の
閾
に
進
み
て
供
物
を
献
じ
、
紳
徳
を
歌
歎
し
、
所
願
を
籠
め
ゐ
に
過
ぎ
ぬ
。
予
も
亦
服
を
整
へ
て
稽
首
し
敬
禮
し
た
。
更
に
渚
崖
に
出
つ
れ
ば
栴
檀
樹
あ
り
て
、
華
葉
垂
れ
布
い
て
、
香
氣
普
く
薫
じ
て
ゐ
る
。
渚
崖
は
沐
浴
の
た
め
の
石
階
匝
域
で
數
十
の
行
者
衆
は
河
に
臨
ん
で
或
は
坐
し
、
或
は
立
ち
、
或
は
階
を
蕁
ね
て
河
に
入
つ
て
沐
浴
す
る
の
が
あ
る
。
・そ
の
游
浴
の
相
、
何
れ
も
風
土
の
香
が
澄
れ
て
ゐ
る
。
蓋
し
沐
浴
は
印
度
教
徒
が
罪
垢
を
蕩
除
す
る
善
巧
方
便
、
そ
の
眞
摯
な
態
度
は
、
實
に
我
等
の
如
き
異
教
徒
を
し
て
、
愛
慕
、
隨
喜
を
禁
す
る
能
は
ざ
ら
し
む
。
さ
は
れ
心
を
淨
む
る
こ
・こ
を
知
ら
す
、
た
璽
沐
浴
を
以
て
罪
垢
を
淌
除
し
得
る
ぐ」
盲
信
せ
る
心
事
を
思
ふ
ε
き
、
こ
の
行
法
に
鉗
し
、
無
量
の
感
慨
が
湧
き
來
る
。
予
は
佇
立
、
茫
然
數
時
、
幾
度
か
覺
え
す
暗
涙
を
催
し
た
。
へ
印
度
で
は
か
玉
る
沐
浴
瘍
、
殊
に
河
岸
に
築
か
れ
た
石
階
區
域
を
ガ
--
.L-
(
G
h
a
t)
yこ
云
ふ
。
カ
ー
リ
ー
祠
堂
は
印
度
敏
の
大
聯
濕
婆
(
S
iv
a
)
の
妻
力
ー
リ
ー
(
K
讐
�)
を
奉
安
せ
る
ε
こ
ろ
、
ガ
ー
ト
は
寧
ろ
こ
の
祠
堂
に
隸
屬
す
る
も
の
、
そ
れ
で
通
常
兩
者
を
合
せ
て
カ
ー
リ
ー
・
ガ
ー
ト
(
囚
鴛
σq
ゴ
響
)
ε
總
稱
し
て
ゐ
る
。
カ
ル
カ
ッ
タ
な
る
都
市
の
名
も
亦
こ
の
カ
ー
リ
ー
・
ガ
ー
ト
か
ら
由
來
す
る
、こ
い
ふ
。
街
ほ
近
代
ま
で
は
カ
ル
カ
ッ
タ
近
畿
は
カ
ー
リ
ー
。
ク
セ
ト
in
(
K
　
,l�
k
se
tra
)
帥
ち
カ
ー
リ
ー
の
土
地
ε
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
た
。
思
ふ
に
、
カ
ル
カ
5
ビ
も
ツ
タ
市
の
存
在
す
る
限
り
は
、
こ
玉
南
郊
の
カ
ー
リ
ー
・
ガ
ー
ト
は
こ
の
都
市
ε
與
に
存
し
、
カ
ー
リ
ー
女
神
も
亦
長
く
都
市
の
象
徴
S
な
る
で
あ
ら
う
。
6
こ
玉
ガ
ー
ト
一
帶
の
景
物
に
接
す
れ
ば
見
る
も
の
も
聞
く
も
の
も
面
臼
い
。
か
玉
る
景
觀
に
身
を
托
す
れ
ば
、
心
中
何
の
煩
累
も
な
い
。
幽
鳥
の
崖
樹
に
啼
き
渡
る
を
聽
き
つ
玉
、
私
は
何
時
し
か
濕
婆
祚
を
思
ひ
、
カ
ー
リ
ー
女
神
を
考
へ
て
ゐ
た
。
シ
ヴ
濕
婆
の
禪
は
印
度
教
の
三
大
紳
の
一
。
逐
一
想
味
す
れ
ば
繁
に
堪
へ
な
い
か
ら
、
こ
曳
で
は
簡
潔
を
尊
ぶ
r
J
'/Jに
す
る
。
上
古
、
梨
倶
吠
陀
に
嵐
神
ル
ド
in
(
R
u
dra
)
が
あ
つ
た
。
こ
の
祚
は
破
壞
的
な
恐
る
べ
き
荒
神
で
あ
る
が
同
時
に
又
慈
詳
、
恩
惠
的
な
方
面
を
も
具
有
し
て
ゐ
た
。
も
そ
れ
で
常
に
濕
婆
(
ω
一冓
-
吉
鮮
ガ
恩
惠
)
な
る
奪
號
に
於
て
拜
跪
さ
れ
た
。
後
、
次
第
に
獨
立
し
て
一
禪
ε
な
り
、當
初
は
主
,こ
し
て
粗
暴
び
な
民
衆
の
信
仰
を
か
ち
得
た
が
、
漸
次
勢
力
を
得
て
、
完
全
な
る
人
格
を
備
ふ
る
大
祚
・こ
な
り
、
邃
に
't1
in
n
h
・>
(B
rah
m
曾
‐
梵
天
)
寧
　/
h
ヌ
(
V
isn
u)
y,
同
等
、
叉
は
以
上
ε
な
り
、
紀
元
前
夙
に
名
聲
十
方
に
響
流
し
、
神
徳
魏
々
殊
妙
、
一
般
民
衆
の
信
仰
對
象
・こ
な
り
、
爾
來
印
度
歡
の
主
要
紳
ε
し
て
、
車
シ
ユ
ヌ
禪
ε
共
に
印
度
歡
徒
の
上
に
君
臨
し
た
。
但
し
、
濕
婆
紳
の
性
能
は
多
角
多
彩
で
あ
る
が
、
要
約
す
れ
ば
左
の
六
種
を
擧
げ
る
こ
ε
が
出
來
る
。
第
一
に
は
、
こ
の
神
は
破
壊
的
勢
力
の
權
化
で
、
有
情
は
固
よ
り
紳
を
も
殺
害
す
る
。
故
に
破
壊
者
(H
ara)
叉
は
大
時
(
髯
曁
欝
鋤宣
-
大
時
天
)
ε
稱
せ
ら
れ
、
常
に
髑
髏
を
其
頸
に
壥
ひ
て
ゐ
る
。
又
彼
は
其
眼
よ
り
威
光
を
放
つ
て
一
切
を
燒
盡
し
、
そ
の
灰
を
以
て
己
が
身
躰
を
塗
飾
し
た
・こ
傳
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
第
二
に
破
壞
の
後
に
は
再
造
再
生
が
來
る
べ
き
で
あ
る
關
係
上
、
一
轉
し
て
こ
の
破
壞
禪
濕
婆
を
ば
再
生
的
勢
力
-こ
し
て
表
現
す
る
。
こ
の
再
生
の
徳
は
や
が
て
リ
ン
ガ
(L
in
ga
‐
男
性
生
殖
器
)
を
以
て
表
徴
せ
ら
れ
、
こ
の
神
は
現
今
印
度
の
到
る
處
、
こ
の
形
に
於
て
崇
拜
さ
れ
て
ゐ
る
。
第
三
に
、
濕
婆
は
偉
大
な
苦
行
者
・
禁
慾
者
・こ
し
て
描
か
れ
て
ゐ
る
。
帥
ち
榕
樹
の
下
に
坐
し
て
、
三
昧
常
寂
、
瀞
智
洞
達
せ
る
大
梵
志
(寓
9ゴ
似ー楓
Oo9同)
ε
し
て
之
を
表
示
し
、
其
身
體
は
裸
形
に
し
て
結
髮
し
,
細
灰
を
以
て
そ
の
身
に
塗
り
て
ゐ
る
。
第
四
に
、
か
く
禁
慾
・
冥
想
の
濕
婆
は
一
轉
し
て
哲
人
・
學
者
噛こ
な
り
、
や
が
て
一
切
聖
智
の
源
泉
-、〕し
て
婆
羅
門
の
依
處
、
婆
羅
門
の
紳
・こ
な
り
て
ゐ
る
。
從
つ
て
濕
婆
の
崇
拜
が
婆
羅
門
の
聞
に
盛
ん
で
あ
る
の
も
、
も
ε
よ
り
の
こ
ε
で
、
そ
の
宗
歡
が
内
秘
歡
の
性
質
を
帶
ぴ
る
所
以
も
亦
こ
」
に
あ
る
。
第
五
に
、
濕
婆
は
一
面
に
於
て
は
放
恣
蕩
逸
の
神
,こ
な
つ
て
、
常
に
酒
に
耽
り
美
を
嗜
ん
で
舞
踏
嬉
樂
し
て
ゐ
る
。
こ
の
方
面
は
女
紳
崇
拜
派
の
濕
婆
で
濕
婆
崇
拜
派
の
本
領
で
は
な
い
。
第
六
に
、
濕
婆
も
亦
幽
鬼
の
}}j
(B
h�
t認
-
v
ara)
y)
な
る
。
髑
髏
を
以
て
瓔
珞
-こ
し
、
以
て
之
を
胸
に
懸
け
、
一
蛇
頸
を
繞
り
、
幽
鬼
・
夜
叉
を
從
へ
て
墓
瘍
に
徘
徊
出
沒
す
る
も
の
ε
さ
れ
て
ゐ
る
。
斯
く
濕
婆
の
性
能
は
多
岐
多
彩
で
あ
る
關
係
上
、
そ
の
信
仰
も
亦
多
方
面
に
亘
り
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
、
、こ
も
角
『律
法
經
』
な
さ
に
於
て
は
濕
婆
は
大
禪
(竃
'9
α
。責
)
自
在
天
(尿
冓
♂
)
獸
圭
(
勹
器
壱
毬
)
等
ご
稱
せ
ら
れ
て
、
車
シ
ユ
ヌ
よ
り
も
一
般
的
に
優
勢
で
あ
つ
た
・こ
考
へ
ら
る
玉
。
更
に
濕
婆
禪
の
形
相
に
就
て
考
へ
を
績
け
る
。
濕
婆
の
相
好
は
一
面
若
く
は
五
面
(
五
面
紳
の
傷
合
は
パ
ン
チ
ヤ
ー
ナ
ナ
℃
・諏
鼠
舜
舜
-こ
呼
ぶ
)
常
に
過
現
末
の
三
世
を
徹
見
す
る
三
眼
を
有
す
る
。
そ
の
申
央
な
る
は
前
額
に
位
し
、
そ
の
上
に
新
月
を
戴
き
、
以
て
月
の
推
移
を
表
は
す
。
其
頸
を
纏
へ
る
蛇
は
歳
月
の
交
替
順
行
、
髑
髏
の
瓔
珞
は
生
類
の
生
・
佳
・
滅
を
表
示
せ
る
も
の
。
身
は
灰
を
以
て
塗
飾
し
、
頭
髮
は
束
ね
て
髻
を
な
す
。
頭
上
、
恒
河
を
支
持
し
、
そ
の
奔
流
髪
飾
の
如
く
滔
々
下
界
に
流
下
し
て
復
餓
ら
す
。
面
貌
は
臼
色
な
る
も
死
瀞
・
幽
鬼
の
王
.こ
し
て
は
黒
く
、
頸
領
は
一
切
を
殺
す
べ
き
毒
素
あ
り
て
青
色
を
帶
ぴ
て
ゐ
る
。
虎
・
象
・
鹿
の
皮
を
布
き
、
常
に
聖
牛
ナ
ン
デ
ィ
(N
an
d
i)
に
跨
り
若
く
は
之
を
件
ひ
て
ゐ
る
。
持
物
・こ
し
て
は
三
叉
戟
(T
ri
s�
la
)
を
執
り
て
悪
魔
を
降
伏
す
る
の
理
趣
を
示
し
、
繩
(
℃
9君
)
を
以
て
敵
を
縛
す
る
の
力
用
を
表
し
、
太
皷
(
D
a
m
u.ru
)
を
携
へ
て
敵
を
撃
破
す
る
の
性
能
を
顯
示
し
て
ゐ
る
。
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濕
婆
紳
々
思
尋
す
る
も
の
は
必
す
ま
た
舞
踊
王
ぐ」
し
て
の
濕
婆
ナ
タ
ラ
ー
ジ
ヤ
(N
ata
r蝕
a)
を
想
起
す
る
。
こ
の
棘
の
舞
踏
は
創
造
-こ
維
持
さ
破
壊
。こ
を
意
味
し
て
ゐ
る
。
舞
踏
王
-こ
し
て
の
像
に
於
て
は
、
濕
婆
は
四
手
を
有
し
、
そ
の
髪
髻
は
舞
踏
の
た
め
に
轉
旋
し
て
ゐ
る
。
頂
ヒ
に
は
眼
鏡
蛇
(
C
ob
ra)
髑
髏
、
恒
河
の
人
魚
像
及
び
新
月
を
戴
き
、
左
右
の
耳
環
は
男
女
を
以
て
し
、
一
手
は
太
皷
を
把
り
、
一
手
は
火
を
執
り
、
一
手
は
上
に
向
け
、
一
手
は
擧
げ
た
足
を
指
し
て
ゐ
る
。
右
足
は
侏
儒
を
抑
壓
し
、
旋
火
輪
は
蓮
臺
よ
り
出
で
玉
擧
身
を
彌
覆
し
、
太
皷
を
把
れ
る
手
-こ
火
を
執
れ
る
手
は
之
を
支
持
し
て
ゐ
る
。
舞
踏
の
理
趣
は
大
概
左
の
如
く
で
あ
る
。
梵
天
(B
rah
m
鋤
)
の
夜
は
天
地
罅
寂
で
、
濕
婆
も
意
に
随
つ
て
舞
踏
す
る
事
が
出
來
ぬ
。
時
に
濕
婆
は
起
つ
て
躍
り
乍
ら
太
皷
を
亂
打
し
、
以
て
醒
悟
を
促
が
す
ε
、天
地
自
然
も
亦
躍
動
し
來
つ
て
、
一
の
火
輪
・こ
な
つ
て
濕
婆
の
周
圍
に
踊
り
廻
る
。
か
く
濕
婆
は
時
到
る
も
徇
舞
踏
を
演
じ
て
、
邃
に
そ
の
火
烟
を
以
て
宇
宙
一
切
を
滅
盡
し
、
事
畢
れ
ば
乃
ち
休
息
す
る
,こ
い
ふ
の
で
あ
る
。
微
時
・こ
恒
時
、
暫
有
-こ
悠
久
、こ
は
邊
際
な
き
室
聞
,こ
無
窮
の
時
間
に
亘
つ
て
行
は
る
曳
交
替
盈
盧
の
相
用
に
依
つ
て
調
和
さ
れ
る
。
洵
に
日
月
の
運
行
、
原
子
の
永
劫
的
遐
動
、
創
造
、こ
破
壞
、
こ
れ
等
は
常
に
吾
人
の
心
頭
に
往
來
す
る
概
念
で
あ
る
。
然
も
之
を
舞
踏
王
お
も
ね
の
ダ
ン
ス
に
於
て
表
象
し
た
印
度
人
の
功
用
業
績
は
實
に
超
勝
獨
妙
で
あ
る
ーこ
稱
し
て
よ
い
。
こ
れ
は
决
し
て
予
が
所
好
に
阿
る
譯
で
は
な
い
。閑
話
休
題
、
印
度
歡
の
一
特
色
は
そ
の
總
べ
て
・こ
云
は
ざ
る
も
、
概
し
て
男
性
は
靜
物
高
雅
で
、
逆
に
女
紳
は
動
的
に
し
て
活
撥
・
強
健
殺
伐
・
鬪
亂
で
あ
る
こ
・こ
で
あ
る
。
血
に
渇
け
る
ヅ
ル
ガ
--
(
D
urgq
訓)
叉
は
カ
ー
リ
ー
の
如
き
は
そ
の
代
表
的
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
女
紳
は
濕
婆
紳
の
妃
、こ
云
は
ん
よ
り
も
、
そ
の
一
屬
性
た
る
破
壞
力
を
高
調
せ
る
趣
が
あ
る
。
世
に
闇
黒
・
恐
怖
・
臭
腥
を
表
象
せ
る
像
も
多
か
る
べ
き
も
恐
ら
く
カ
ー
リ
ー
女
祿
の
形
像
の
如
き
は
そ
の
隨
一
で
あ
ら
う
。
カ
ー
リ
ー
は
黒
面
鬼
相
の
女
紳
。
眼
は
血
走
り
、
髪
を
亂
だ
し
、
口
を
開
き
、
齒
を
露
は
し
て
嗤
笑
し
、
喉
は
血
に
濕
ひ
、
頸
に
は
入
首
よ
り
な
る
瓔
珞
を
懸
け
、
一
手
は
劍
を
携
へ
、
一
手
は
人
首
を
ひ
つ
提
け
、
以
て
夫
祚
濕
婆
の
胸
上
に
亂
舞
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
で
此
女
瀞
を
祀
る
に
は
常
　
に
血
を
以
て
す
る
。
甚
し
き
は
人
を
も
犧
牲
に
供
へ
る
ニ
ーこ
が
あ
る
。
鈴
羊
・
犀
の
肉
は
カ
ー
リ
ー
五
百
年
の
滿
足
を
買
ひ
、
人
の
血
は
千
年
の
滿
足
を
買
ふ
に
足
る
ε
い
ふ
。
其
形
相
の
怪
奇
に
し
て
血
を
見
す
ん
ば
己
ま
ざ
る
狂
暴
性
は
蓋
し
こ
の
女
神
の
特
色
で
あ
る
。
祠
堂
の
前
に
は
犧
牲
の
血
で
赤
く
塗
つ
た
石
疊
が
あ
る
。
あ
の
石
疊
の
上
で
百
千
萬
の
羊
や
、
山
羊
の
首
が
落
さ
れ
た
の
か
、こ
想
つ
て
見
る
。
カ
ー
リ
ー
女
神
の
信
者
逹
が
そ
の
犧
牲
の
血
を
各
々
指
端
に
染
め
て
頂
戴
歡
喜
し
た
の
か
・こ
思
つ
て
み
る
Q
祠
堂
の
内
殿
奥
深
く
鎭
座
せ
る
こ
の
吸
血
神
の
僑
笑
縱
舌
は
更
に
人
を
慘
ま
し
き
人
身
御
供
の
遠
い
幽
か
な
昔
に
誘
ふ
の
で
あ
る
。
愛
を
割
い
て
祠
堂
を
辭
し
て
陋
巷
に
出
つ
れ
ば
葬
列
が
安
詳
・こ
し
て
往
く
。
屍
は
擔
架
に
載
つ
て
ゐ
る
。
胴
體
は
僅
か
に
臼
布
を
以
て
之
辱
を
覆
ひ
、
顏
面
・
手
足
は
露
出
し
、
底
極
下
賤
、
入
理
殆
ん
さ
霧
き
ん
・こ
す
る
も
の
が
あ
る
。
悲
哀
胸
に
滿
ち
、
暗
涙
潜
ご
し
て
下
る
。
途
中
に
は
貧
窮
乞
人
が
三
々
五
々
食
を
乞
ふ
て
ゐ
る
。
籔
陋
醜
悪
、
正
覗
す
る
に
堪
え
ざ
る
も
の
が
あ
つ
た
。
踵
を
回
し
て
、
土
産
物
店
を
訪
ひ
、
記
念
に
カ
ー
リ
ー
女
神
の
書
嫁
を
購
つ
た
。
他
に
購
ひ
た
い
も
の
は
皆
無
で
あ
つ
た
。
騎
牛
日
の
見
學
、
存
分
に
飽
足
し
得
た
の
は
全
く
吉
田
君
の
同
件
・
清
遊
の
賜
で
あ
つ
た
。
宿
に
歸
れ
ば
、
煩
熱
正
に
人
を
蒸
殺
せ
ん
ε
す
。
午
餐
後
、
脚
を
伸
ば
し
て
骨
睡
し
た
。
中
宥
、
月
に
誘
れ
て
瘍
末
の
街
を
遊
歩
し
た
。
浴
衣
が
け
に
團
扇
の
日
本
人
が
五
三
床
坐
に
倚
り
て
凉
を
取
り
て
ゐ
る
。
往
還
の
同
胞
は
多
く
立
ち
寄
つ
て
凉
み
合
ふ
。
予
も
亦
「
し
ば
し
ε
て
二
そ
立
ち
ーこ
ま
り
つ
れ
」
ε
、
野
人
禮
を
愼
ま
す
、
坐
牀
笑
談
意
の
適
す
る
所
に
ま
か
す
。
諸
君
諸
姉
高
談
轉
た
清
し
。
月
光
畫
の
如
く
.
轉
た
凉
々
。
夜
ふ
く
る
ほ
さ
に
再
會
を
約
し
て
宿
に
歸
つ
た
。
二
千
里
外
故
人
の
心
遠
く
思
ひ
や
ら
れ
て
族
愁
い
・こ
f
押
へ
難
し
。
族
愁
は
是
れ
道
瘍
な
り
。
歸
命
合
掌
、
佛
恩
・
師
恩
を
仰
ぎ
、
忽
辱
・
精
進
を
念
じ
つ
玉
、
華
胥
の
國
に
遊
ぶ
。
9
五
見
學
大
學
・
博
物
館
あ
く
る
一
日
、
晴
光
暉
々
、
四
恩
の
感
激
に
浸
り
つ
玉
、
午
前
は
カ
ル
カ
ツ
タ
大
學
そ
の
他
、
午
後
は
博
物
館
(In
dian
m
useu
m
)
の
見
學
に
沒
念
し
た
。
印
度
に
も
古
く
か
ら
大
學
的
な
教
育
は
嚴
-こ
し
て
存
し
た
Q
婆
羅
門
教
に
於
け
る
咀
叉
始
羅
(T
ak
g・器
自
鋤
口
T
ax
il�)
大
學
(
℃
贄
督
山
ω)
、
佛
教
に
於
け
る
那
爛
陀
(N
蝕
an
da)
大
學
、
回
教
に
於
け
る
デ
リ
ー
の
大
學
(
寓
巴
『p・。9
)
の
如
き
は
そ
の
顯
著
な
る
も
の
の
隨
一
で
あ
ら
う
。
け
れ
さ
も
こ
れ
等
は
今
日
の
所
謂
大
學
、こ
は
似
而
非
な
る
も
の
で
、
寧
ろ
歐
洲
に
於
け
る
中
世
基
督
歡
の
教
育
に
近
接
せ
る
も
の
が
あ
る
ε
謂
へ
よ
う
。
古
代
婆
羅
門
の
歡
育
は
、
今
日
我
等
の
眼
か
ら
見
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
美
點
を
具
備
し
て
ゐ
る
ε
は
云
は
ぬ
が
、
少
く
ーこ
も
其
の
徳
育
の
方
面
に
於
て
は
尤
も
適
切
な
數
育
的
活
動
を
演
じ
た
も
の
・こ
稱
し
て
よ
い
。
婆
羅
門
教
の
敏
師
(
G
u
ru)
は
何
等
世
に
求
む
る
所
な
く
、
懇
親
篤
切
、
學
生
を
提
撕
し
、
行
佳
座
臥
,
常
に
導
師
・こ
な
つ
て
心
に
厭
足
な
き
も
の
」
如
く
で
あ
つ
た
。
人
格
の
養
成
は
、
入
格
者
に
し
て
、
初
め
て
之
を
能
く
す
る
所
、
洵
に
徳
育
は
心
か
ら
心
へ
の
感
通
、
謂
ゆ
る
以
心
傳
心
の
感
化
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
我
等
は
グ
ル
こ
の
意
味
に
於
て
婆
羅
門
歡
の
歡
師
に
學
ぶ
べ
き
多
く
の
理
由
を
認
め
る
。
こ
玉
カ
ル
カ
ッ
タ
大
學
は
純
然
た
る
近
代
的
な
大
學
で
あ
る
。
當
大
學
は
一
八
五
七
年
カ
ン
ニ
ン
グ
(9
暮
凶品
)
卿
志
願
の
下
に
マ
ド
ラ
K
(
Nlad
ra
s)
'
孟
買
(
b6
9
n
b
ay
)
の
1
1大
學
・こ
共
に
併
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
當
時
は
何
事
も
試
驗
を
重
す
る
時
代
で
あ
つ
た
關
係
上
こ
れ
等
最
初
の
大
學
は
當
時
の
ロ
ン
ド
ン
大
學
の
軌
範
に
則
り
純
然
た
る
試
驗
塲
で
あ
つ
た
。
其
後
時
の
推
移
に
つ
れ
、
大
學
は
試
驗
ε
共
に
歡
授
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ざ
の
點
も
認
め
ら
れ
た
。
斯
く
し
て
新
大
學
は
ア
ラ
バ
バ
ッ
ト
(A
llaha
ba
d
)
及
び
ラ
ボ
--
ル
(
L
ah
ore)
の
地
に
開
か
れ
、
次
い
で
バ
ト
ナ
　
P
atna)
ラ
ン
グ
ー
ン
(R
an
goon
)
等
の
諸
地
に
陸
續
-こ
し
て
大
學
創
設
の
遐
び
に
進
ん
だ
。
然
し
、
そ
の
規
模
の
宏
大
、
施
設
の
完
備
は
固
よ
り
、
所
謂
大
學
の
仕
事
・こ
い
ふ
點
に
於
て
も
、
當
カ
ル
カ
ッ
タ
大
學
は
確
か
に
全
印
度
各
大
學
に
一
10
頭
地
を
拔
い
て
ゐ
る
・こ
稱
し
て
よ
い
。
殊
に
當
大
學
の
文
科
、
就
中
東
洋
學
科
の
一
班
を
記
す
る
も
亦
興
趣
な
し
ε
せ
ざ
る
も
、
斯
く
の
如
き
は
唯
同
好
の
士
、こ
偕
に
語
る
べ
き
も
の
、
今
は
之
を
割
愛
し
て
お
く
。
こ
瓦
で
話
題
を
轉
す
る
。
印
度
博
物
館
は
マ
イ
ダ
ン
を
前
景
、こ
し
、
チ
m
ウ
^
ン
ギ
--
(C
ha
urin
gh
i)
街
に
讐
立
し
、
實
に
五
天
の
紳
品
雄
作
を
鐘
め
た
る
無
價
の
寳
藏
で
あ
る
。
殊
に
印
度
美
術
の
研
究
者
趣
味
者
は
痛
著
顧
戀
、
低
徊
去
る
能
は
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
建
築
外
觀
の
美
ε
、
蒐
集
物
の
豊
富
さ
、
そ
の
陳
列
の
巧
妙
さ
・こ
、
こ
れ
を
瓧
會
公
衆
の
知
識
の
啓
發
に
利
用
し
よ
う
ーこ
す
る
方
法
考
案
に
至
つ
て
は
、
か
の
大
英
博
物
館
に
比
す
べ
く
も
な
い
が
、
印
度
美
術
そ
の
も
の
を
鑑
賞
す
る
點
に
於
て
は
別
に
些
の
不
足
は
な
い
。
こ
の
博
物
館
は
是
れ
道
翳
で
あ
る
。
研
究
・
瞑
想
・
鑑
賞
の
道
塲
で
あ
る
。
,n
.1
°n
^
ワ
(K
am
p
u
rva)
出
土
の
阿
育
王
石
柱
頭
冠
(
牛
ガ
ン
ダ
ラ
ε
獅
子
)
バ
ル
ハ
ッ
ト
(B
h
arh
ut)
ー
ア
ラ
バ
バ
ー
ド
(
≧
昼
冨
げ
巴
)
の
西
南
百
二
十
哩
の
地
に
位
す
る
ー
の
塔
門
の
石
欄
、
腱
陀
羅
(
マ
ヅ
ラ
(
G
a
nd
h�
ra)
�
佛
敏
美
術
、
摩
菟
羅
(M
ath
u
ra
)
及
び
P.
h
in
"'/
ih
イ
(A
m
aravati)
の
遺
品
、
婆
羅
門
敏
・
耆
那
教
美
術
等
、
不
朽
の
大
作
逸
品
が
歩
を
轉
す
る
ーこ
共
に
現
前
す
る
。
か
玉
る
大
藝
術
品
を
見
る
た
め
、
味
ふ
た
め
に
は
實
に
多
年
の
研
究
、こ
修
養
を
要
す
る
。
一
の
美
術
品
を
鑑
賞
す
る
こ
・こ
は
單
に
作
品
を
鑑
賞
す
る
事
で
な
く
、
其
の
作
品
を
作
つ
た
作
家
の
精
紳
を
洞
見
し
味
識
す
る
事
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
印
度
の
造
像
家
は
そ
の
造
ら
う
・こ
す
る
祚
に
所
願
を
龍
め
乍
ら
、
極
め
て
嚴
肅
な
態
度
で
作
に
臨
ん
だ
。
造
像
家
が
大
作
に
向
ふ
前
夜
は
「
瀞
々
の
王
よ
、
わ
が
造
ら
ん
・こ
す
る
形
像
を
如
何
に
完
成
す
べ
き
か
を
夢
に
於
て
告
け
さ
サ
給
へ
し
・こ
至
心
に
所
念
を
捧
け
る
ε
ア
グ
ニ
・
プ
ラ
ー
-f.
(A
gn
i
p
ur�
n
a
)
は
傳
へ
て
ゐ
る
。
印
度
の
宗
歡
美
術
は
總
べ
て
所
謂
一
刀
三
禮
の
藝
術
で
あ
る
Q
佛
像
・
菩
薩
像
・
諸
天
鬼
神
像
等
、
更
に
そ
の
相
好
、
印
相
、
持
物
等
々
を
熱
靦
し
、
思
念
す
る
ε
き
、
そ
の
翼
純
、
眞
摯
、
敬
虔
そ
の
咄
々
「
聖
」
に
迫
る
形
像
は
諸
の
塵
垢
を
遠
離
し
、
信
心
を
増
發
せ
し
め
ら
れ
る
。
印
度
の
造
像
家
は
志
勇
精
進
の
極
、
諸
根
明
利
、
情
滿
ち
感
酣
な
る
の
好
潮
を
俟
ち
て
、
合
掌
叉
手
、
徐
う
に
そ
の
力
作
に
遊
人
せ
る
も
の
。
苟
く
も
作
ら
す
、
然
も
作
れ
ば
必
す
全
力
を
傾
到
す
る
。
一
相
の
自
毫
、
寳
冠
、
瓔
珞
乃
至
蓮
座
等
皆
な
然
ら
ざ
る
は
な
い
。
し
か
も
彼
等
は
そ
の
名
を
記
さ
す
、
そ
の
名
を
賣
ら
す
。
洵
11
に
彼
等
の
一
生
は
本
然
の
美
的
生
活
に
始
絡
し
安
立
し
て
、
不
増
で
あ
り
、
不
減
で
あ
る
。
偲
ぶ
可
き
は
彼
等
の
製
作
よ
り
も
寧
ろ
彼
等
の
入
格
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
處
に
印
度
藝
術
の
光
が
あ
る
。
生
命
が
あ
る
。
古
川
に
水
多
し
。
流
石
に
印
度
で
あ
り
、
殊
に
博
物
館
の
設
置
に
大
關
心
を
持
つ
英
國
で
あ
り
、
蒐
集
品
の
豊
富
に
は
、
ε
て
も
鑑
賞
に
遑
が
な
か
つ
た
。
充
分
の
鑑
賞
に
は
餘
生
を
此
處
に
邊
る
を
要
す
る
。
か
く
て
私
は
結
局
搏
物
館
不
見
に
て
還
つ
た
。
所
謂
る
室
手
來
、
室
手
去
ε
は
此
事
で
あ
ら
う
。
さ
る
に
て
も
思
ふ
。
凡
そ
ロ
ン
ド
ン
に
滯
在
し
、
ま
た
は
見
物
に
出
か
け
た
日
本
人
で
、
大
英
博
物
館
や
ビ
ク
ト
リ
ヤ
・
ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館
を
見
な
か
つ
た
も
の
は
無
論
一
人
も
あ
る
ま
い
。
そ
こ
に
出
陳
さ
れ
て
あ
る
日
本
の
美
術
工
藝
品
の
夥
多
な
る
に
驚
倒
、
慙
慨
し
た
吾
々
日
本
人
で
あ
る
。
日
進
の
文
化
を
追
ふ
に
急
で
あ
つ
た
わ
が
日
本
が
、
こ
の
方
面
に
着
眼
せ
な
か
つ
九
こ
・こ
は
遺
憾
な
極
み
で
あ
る
。
こ
れ
が
設
備
は
、
も
ーこ
よ
り
多
大
の
經
費
を
要
す
る
,こ
は
云
へ
、
材
料
そ
の
も
の
は
富
豪
・
同
好
者
の
手
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
方
法
さ
へ
宜
し
き
を
得
れ
ば
、
割
合
に
造
作
も
な
い
は
す
で
あ
る
。
予
は
そ
の
筋
の
要
人
並
に
識
者
が
今
後
に
於
て
熱
慮
斷
行
の
結
果
を
、
我
等
に
嘉
惠
せ
ん
こ
ーこ
を
翹
首
し
て
待
つ
て
ゐ
る
。
12
 
晩
は
宿
の
主
人
・こ
偕
に
淺
酌
談
笑
、
興
酣
な
る
頃
、
偶
々
わ
が
同
胞
五
三
來
訪
、
席
を
同
じ
く
す
。
皆
酒
を
嗜
む
、こ
い
ふ
よ
り
も
、
鯨
飮
深
更
に
至
る
。
予
は
心
中
ひ
そ
か
に
啄
木
が
歌
へ
る
「
田
も
畑
も
費
り
て
酒
の
み
ほ
ろ
び
ゆ
く
、
ふ
る
さ
、こ
人
に
心
寄
す
る
日
」
を
想
起
し
九
。
予
-こ
し
て
は
同
胞
の
諸
君
に
銘
謝
す
べ
き
理
由
が
多
く
あ
る
。
仍
て
中
座
の
無
禮
を
陳
べ
、
族
思
を
忘
れ
て
安
眠
し
た
。
六
榕
樹
の
蔭
植
物
園
九
月
二
十
日
。
晴
、
夙
起
、
土
人
街
に
出
つ
れ
ば
、
曉
風
吹
く
ε
こ
ろ
冷
氣
を
覺
え
、
誦
經
の
聲
す
る
粛」こ
ろ
、
初
め
て
一
祠
堂
あ
る
を
リ
ン
ガ
知
る
。
祠
堂
に
性
標
(I.iiga)
を
祭
り
て
ゐ
る
。
濕
婆
神
は
常
に
リ
ン
ガ
の
形
に
於
て
崇
拜
せ
ら
れ
る
。
こ
の
性
標
崇
拜
は
生
殖
器
崇
拜
で
印
度
に
於
け
る
大
小
リ
ン
ガ
紳
像
の
數
は
無
慮
三
億
を
算
す
る
ε
稱
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
祠
堂
の
界
隈
は
櫛
比
す
る
土
人
の
陋
屋
、
土
人
「こ
乞
食
・こ
で
嗜
雜
し
て
ゐ
る
。
朝
喰
の
後
、
宿
の
主
人
の
需
に
應
じ
て
「
崇
徳
興
仁
」
の
四
字
を
大
書
し
た
。
異
域
の
宿
に
予
の
悪
筆
を
殘
す
、
慚
惶
の
極
み
で
あ
つ
た
。
筆
を
投
す
る
ε
、
聞
も
な
く
宿
の
主
人
に
誘
は
れ
、
植
物
園
の
見
物
に
出
掛
け
た
。
園
は
フ
ー
グ
リ
ー
の
西
岸
に
位
し
、
大
樹
蒼
々
、
規
模
宏
敝
、
世
界
有
數
な
植
物
園
に
比
し
て
些
の
遜
色
も
な
い
。
創
基
は
一
九
八
七
年
、
陸
軍
大
佐
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ー
ド
(
R
ob
era
K
yd
)
の
發
意
に
係
り
、
後
、
經
營
・
守
成
宜
し
き
を
得
て
今
日
に
至
つ
た
「こ
云
ふ
。
園
の
廣
長
實
に
二
七
〇
エ
ー
カ
ー
、
自
動
車
路
は
縱
横
に
貫
通
し
、
隨
所
に
池
あ
り
、
青
亭
あ
り
、
開
花
あ
り
、
幽
草
あ
り
、
芝
生
あ
り
て
、
洵
に
都
會
入
の
悠
適
所
で
あ
り
、
樂
土
で
あ
る
。
バ
レ
ヤ
ン
園
内
の
王
者
は
何
こ
云
つ
て
も
榕
樹
(B
anyan
)
�
老
樹
で
あ
る
。
亘
樹
鬱
乎
・こ
し
て
一
大
森
林
を
な
し
、
遠
望
す
れ
ば
茂
れ
る
丘
の
如
く
で
あ
る
。
こ
の
榕
樹
は
枝
よ
り
根
を
垂
れ
て
幹
・こ
な
り
、
そ
の
枝
よ
り
根
を
下
し
、
斯
く
の
如
く
轉
倍
し
て
、
今
や
直
徑
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
面
を
覆
ひ
、
高
さ
二
六
・
五
メ
ー
ト
ル
を
超
過
す
・こ
稱
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
亘
樹
を
現
前
に
仰
い
だ
時
は
、
思
は
す
驚
歎
の
聲
を
發
し
た
。
そ
の
壯
大
・
偉
觀
洵
に
想
像
以
上
で
あ
る
。
椰
子
の
躡
き
を
聞
き
な
が
ら
、
四
時
緑
な
す
榕
樹
の
蔭
に
、
眦
紐
籔
の
祚
を
偲
ん
で
ゐ
る
の
が
ヒ
ン
ヅ
ー
種
族
で
は
な
い
か
。
少
く
・こ
も
世
界
に
特
色
あ
る
宗
教
を
生
み
出
し
た
古
の
ヒ
ン
ヅ
1
は
正
し
く
さ
う
で
あ
つ
た
。
彼
等
の
生
活
は
さ
な
が
ら
の
宗
教
で
あ
る
。
こ
の
榕
樹
の
前
に
立
?
こ
、
吾
々
は
彼
等
の
生
活
を
想
ひ
、
同
時
に
樹
木
崇
拜
の
「
聖
」
な
る
世
界
に
誘
は
れ
る
。
樹
木
崇
拜
は
天
然
崇
拜
の
一
種
で
、
個
々
の
樹
木
・
森
林
を
其
儘
神
-こ
し
た
り
、
或
は
そ
れ
に
紳
靈
宿
る
ーこ
見
て
崇
拜
す
る
こ
ーこ
で
あ
る
。
印
度
で
は
こ
の
種
の
樹
木
崇
拜
は
甚
だ
盛
ん
で
あ
る
。
13
ビ
シ
ヌ
梵
天
の
佳
處
ε
信
ぜ
ら
れ
る
菩
提
樹
(
こ
の
樹
は
叉
梵
天
・
毘
紐
籔
(V
ise
u
)
濕
婆
の
三
神
が
佳
む
,こ
も
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
、
)
特
に
毘
紐
籔
信
者
に
尊
崇
さ
れ
る
ツ
ラ
シ
ー
(
↓
三
p昌
)
樹
、
蛇
除
け
の
紳
ε
し
て
崇
仰
さ
れ
る
ニ
イ
ム
'/
(N
�m
b
a
)
樹
、
濕
婆
祚
、こ
し
て
崇
信
さ
れ
る
ビ
ル
'1
(
V
ilva)
樹
等
の
如
き
は
ヒ
ン
ヅ
ー
の
人
々
か
ら
特
に
瀰
聖
覗
さ
る
」
も
の
で
あ
る
。
榕
樹
も
亦
ヒ
ン
ヅ
ー
の
祚
木
-こ
し
て
昭
著
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
樹
は
實
に
毘
紐
籔
の
神
,こ
し
て
崇
敬
さ
れ
て
ゐ
る
。
植
樹
の
際
は
禪
像
を
淨
む
る
・こ
同
じ
作
法
を
以
て
之
を
行
び
、
次
で
「
毘
紐
籔
の
神
よ
、
願
く
は
こ
の
樹
の
地
上
に
榮
ゆ
る
が
如
く
、
わ
れ
に
も
亦
等
し
く
天
上
の
壽
命
長
久
を
與
へ
給
へ
」
・こ
所
願
を
捧
げ
る
。
こ
の
樹
を
植
ゆ
れ
ば
、
そ
の
積
徳
の
致
す
ε
こ
ろ
、
壽
絡
れ
ば
幅
應
じ
て
天
上
に
生
す
る
こ
ε
が
出
來
る
ーこ
信
じ
て
ゐ
る
。
印
度
は
實
に
到
る
ε
こ
ろ
に
宗
歡
が
あ
る
。
園
内
の
小
亭
、
清
流
繞
ぐ
る
處
に
於
て
午
餐
す
。
四
圍
は
塵
外
の
境
、
ド
リ
ア
ン
(D
uri
a
n)
h
ン
"R
ウ
(M
an
g
o)
マ
ン
ゴ
ス
チ
ン
(
1Vlan
gosteen
)
バ
°;
ヤ
(P
a
pa
ya)
等
の
熱
帶
植
物
は
莊
々
ε
し
て
繁
茂
し
、
そ
の
榮
色
光
耀
た
る
景
觀
は
ε
て
も
覗
た
も
の
で
な
け
れ
ば
與
に
語
る
能
は
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
午
餐
後
、
ま
た
し
て
も
園
内
を
此
處
彼
處
ε
逍
遜
し
た
。
水
蓮
が
今
を
盛
り
ーこ
嘆
い
て
ゐ
る
。
其
他
我
等
の
名
を
知
ら
ざ
る
芳
草
野
花
が
爛
班
,こ
し
て
ゐ
る
。
快
適
幽
賞
、
歡
を
鑑
し
て
市
街
に
向
つ
た
。
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天
地
有
情
の
夕
ま
ぐ
れ
、
東
道
の
諸
君
・こ
別
れ
て
古
本
屋
に
赴
い
た
。
書
冊
充
滿
、
何
か
意
外
の
堀
出
物
が
な
き
か
ε
丁
寧
に
吟
味
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
過
牛
は
概
ね
予
が
英
・
佛
・
獨
の
古
本
屋
に
於
て
購
ひ
し
も
の
、
期
待
し
た
牧
獲
も
な
く
、
無
用
の
時
間
を
浪
費
し
た
ε
は
鼓
へ
、
予
に
・こ
り
て
は
他
人
の
遊
覽
見
物
の
興
昧
以
上
の
も
の
が
あ
つ
た
。
何
も
カ
ル
カ
ッ
タ
滯
在
の
記
念
-こ
思
つ
て
、
百
費
を
節
縮
し
て
プ
ラ
ー
-h
(P
ur曽
a
)
文
學
に
關
す
る
も
の
拾
餘
冊
そ
の
他
を
購
求
し
た
。
歸
來
、
こ
れ
等
の
書
冊
に
對
す
れ
ば
、
宛
も
契
濶
の
親
友
に
出
會
ひ
た
る
心
地
、
頗
る
欣
快
の
情
に
禁
へ
ざ
る
も
の
が
あ
つ
た
。
士
漂
泊
の
思
や
ま
す
九
月
二
十
三
日
。
う
つ
し
世
の
族
宿
の
朝
、
茶
を
喫
し
な
が
ら
、
歡
會
の
鐘
の
音
を
聽
く
。
清
揚
哀
亮
、
鐘
聲
を
聽
く
、こ
心
が
お
の
づ
ーこ
靜
か
に
な
る
。
ふ
・こ
、
そ
の
昔
愛
誦
し
た
土
井
晩
翆
翕
の
「
そ
の
塵
深
き
人
の
世
の
、
夕
暮
㍗ヒ
こ
に
聲
揚
け
て
、
無
限
永
劫
棘
の
世
を
、
警
め
告
ぐ
る
鐘
の
お
・こ
、
源
流
既
に
遠
く
し
て
、
濁
波
を
揚
ぐ
る
末
の
世
に
、
無
言
の
歡
宣
り
つ
玉
も
、
有
情
の
涙
さ
そ
へ
る
か
」
の
名
詩
を
不
覺
口
吟
み
、
坐
う
に
第
三
高
等
學
校
時
代
の
當
時
を
想
ひ
出
し
た
。
け
ふ
一
日
は
予
に
ε
り
て
は
休
養
の
日
。
明
日
は
愈
々
ビ
ル
マ
は
ラ
ン
グ
ン
(切
き
σq
o
on
)
へ
の
族
、
漂
泊
の
心
持
ち
が
依
然
ε
し
て
胸
の
中
に
集
喰
つ
て
ゐ
る
。
「
日
々
族
に
し
て
族
を
棲
處
、こ
す
。
古
人
も
多
く
族
に
死
せ
る
あ
り
」
、こ
い
ひ
、
「片
雲
の
風
に
誘
は
れ
て
漂
泊
の
思
や
ま
す
」
ε
い
つ
た
俳
聖
芭
蕉
の
心
な
,ご
思
ひ
淨
び
、
ビ
ル
マ
の
室
、
ラ
ン
グ
ン
の
假
の
宿
ま
た
い
つ
か
は
、こ
心
細
し
。
然
し
叉
「
行
け
ば
見
も
す
る
逢
ひ
も
す
る
」
さ
す
が
に
打
捨
て
が
た
き
族
寢
の
幸
幅
さ
を
思
顧
し
て
、
こ
の
惠
ま
れ
た
業
運
の
前
に
ほ
製
笑
み
も
し
た
。
一
人
ゐ
る
心
よ
き
靜
け
さ
は
、
つ
い
左
の
古
詩
を
思
ひ
起
し
た
。
じ
こ
ん
四
十
餘
年
睡
夢
の
中
、
而
今
醒
眼
始
め
て
矇
朧
、
す
で
知
ら
す
日
己
に
停
午
を
過
る
を
、
起
ち
て
高
樓
に
向
つ
て
曉
鐘
を
撞
く
。
こ
は
哲
人
王
陽
明
の
述
懷
、
誦
し
來
つ
て
、
遊
學
二
年
壯
志
未
だ
成
ら
ざ
る
自
己
の
現
實
を
想
到
し
、
慨
然
之
を
久
う
す
。
午
後
、
ジ
ヨ
ン
・
マ
レ
ー
(
joh
n
M
array)
の
族
行
案
内
記
を
讀
み
、
族
支
度
を
整
へ
る
。
そ
の
他
に
は
何
も
誌
す
事
の
な
い
q
こ
り
族
の
わ
び
し
さ
。
八
さ
ら
ば
印
度
よ
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九
月
二
十
四
日
。
私
は
愛
著
省
や
ま
す
し
て
今
印
度
を
去
ら
う
,こ
し
て
ゐ
る
。
雨
に
煙
る
カ
ル
カ
ッ
タ
の
都
、
こ
の
雨
聲
裡
に
カ
ル
カ
ッ
タ
埠
頭
を
離
れ
、
暫
し
ビ
ル
マ
へ
の
族
、
愈
々
歸
朝
の
途
に
就
く
こ
・こ
に
な
る
く)
、
印
度
に
對
ず
る
淡
い
顧
戀
が
胸
裡
を
循
る
。
埠
頭
に
は
私
を
見
遞
り
、
一
路
夲
安
を
所
つ
て
く
れ
る
宿
の
主
人
吉
田
君
夫
妻
が
あ
つ
た
。
午
後
三
時
に
解
纜
し
た
ヱ
ク
h
(
E
ku
m
a
)
丸
は
數
時
聞
海
上
を
走
つ
た
が
、
雨
叉
雨
、
雲
叉
雲
、
自
日
の
航
海
、
夜
中
ε
一
般
、
船
窓
の
外
、
只
だ
茫
々
、
漠
々
の
み
。
私
は
た
璽
獨
り
船
室
に
端
座
し
て
、
眼
に
は
見
え
な
い
が
、
懷
し
い
印
度
の
山
川
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
ゆ
か
り
の
宿
に
左
樣
な
ら
を
捧
げ
た
。
(
絡
)
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